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庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
の

成
り
立
ち

庄
内
平
野
は
南
北
１
０
０
d
、
東
西

40
d
。
庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
は
、
庄

内
平
野
の
鶴
岡
市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、

酒
田
市
に
ま
た
が
る
赤
川
左
右
岸
で
農

地
や
農
業
資
源
を
管
理
し
て
い
る
組
織

で
す
。

多
く
の
普
通
水
利
組
合
は
明
治
20
年

代
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
１
９
４
９

年
（
昭
和
24
）
の
土
地
改
良
法
で
土
地
改

良
区
に
組
織
替
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
国
営
赤
川
土
地

改
良
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
長
い
歴
史

を
持
つ
赤
川
土
地
改
良
区
は
解
散
し
、

赤
川
土
地
改
良
区
連
合
を
設
立
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
時
代
が
移
り
、
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
の
変
化
、
ま
た
維
持
管
理
の

高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
に
国
営
赤
川

土
地
改
良
事
業
二
期
事
業
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
５

年
（
平
成
17
）
に
青
龍
寺
川
土
地
改
良
区
、

中
川
土
地
改
良
区
、
天
保
大
川
土
地
改

良
区
の
３
組
織
が
合
併
し
、
庄
内
赤
川

土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
（
平
成
18
）
赤
川
土
地
改
良

区
連
合
は
解
散
し
、
そ
の
業
務
を
赤
川

共
同
管
理
と
し
て
庄
内
赤
川
土
地
改
良

区
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
赤

川
土
地
改
良
区
連
合
に
所
属
し
て
い
た

因
幡
堰
土
地
改
良
区
は
、
独
立
し
た
組

織
と
し
て
存
続
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
従
来
は
流
域
内
で
合
併
し
て

い
た
慣
例
を
超
え
て
、
２
０
０
９
年

（
平
成
21
）
流
域
外
の
八
沢
川
土
地
改
良

区
を
吸
収
合
併
し
て
、
受
益
面
積
が
１

万
１
４
４
０
ha
、
組
合
員
約
６
０
０
０

人
と
い
う
、
現
在
、
山
形
県
で
一
番
大

き
な
土
地
改
良
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

治
水
中
心
か
ら
始
ま
る

赤
川
上
流
の
年
間
降
水
量
は
約
３
０

０
０
a
で
、
春
先
の
融
雪
期
に
は
潤
沢

な
水
量
に
恵
ま
れ
ま
す
が
、
長
い
間
、

水
害
に
も
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
記

録
と
し
て
一
番
古
い
の
は
１
１
３
３
年

（
長
承
２
）
に
起
こ
っ
た
水
害
で
、
50
日

間
も
水
が
引
か
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
の
端
緒
で
あ

る
赤
川
筋
水
利
土
功
会
も
、
利
水
と
い

う
よ
り
治
水
事
業
を
目
的
と
し
て
結
成

さ
れ
、
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
堤
防
及

び
護
岸
工
事
を
５
カ
年
事
業
と
し
て
行

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
治
水
安
全

度
の
向
上
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
治
水
か

ら
利
水
に
切
り
替
わ
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

赤
川
か
ら
の
水
田
用
水

赤
川
の
二
大
支
流
は
、
大
鳥
湖
を
源

流
と
す
る
大
鳥
川
と
、
月
山
、
湯
殿
山

か
ら
発
す
る
梵
字

ぼ
ん
じ

川
。
朝
日
地
区
落
合

一面に稲穂が実る豊かな水田風景。

出羽富士と称される鳥海山をはじめ、

摩耶山、金峰山、月山、羽黒山などの山に囲まれる庄内平野が、

土地改良のモデルと言われるまでになったのは、

先人による用水確保の努力があってのこと。

しかし庄内赤川土地改良区は、用水確保に加えて

水源涵養林の取得と保全という側面でも、貢献してきました。

清和亮次さんに、

その苦労とたゆまぬ努力の歴史、

これからの指針について、うかがいました。

庄内赤川水源林保全の歴史
庄内赤川土地改良区の取り組み

清和 亮次さん

せいわ りょうじ

庄内赤川土地改良区 理事長

1938年山形県東田川郡三川町に生まれる。1996年5月に

旧・中川土地改良区理事に就任、旧・中川土地改良区副

理事長、旧・赤川土地改良区連合総括監事、2005年４

月庄内赤川土地改良区副理事長就任と同時に、旧・赤川

土地改良区連合副理事長。2009年４月より現職。

（清和亮次さんは2012年8月10日、庄内赤川土地改良区

理事長を退任され、新しく、渡部敏美さんが理事長に就

任されました）
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上の地図：国土交通省国土数値情報「河川データ（平成19年）、行政区域データ（平成24年）」より編集部で作図



地
点
で
合
流
し
て
赤
川
と
な
り
、
放
水

路
開
削
以
前
に
は
最
上
川
に
合
流
し
て

日
本
海
に
注
い
で
い
ま
し
た
。

水
源
と
な
っ
て
い
る
大
鳥
湖
（
水
面
標

高
９
９
６
c
）
は
、
旧
制
山
形
高
等
学
校

教
授
の
安
斉
徹
先
生
に
よ
っ
て
調
査
が

行
な
わ
れ
、
日
本
で
は
珍
し
い
花
崗
岩

地
に
あ
る
湖
で
あ
り
、
堰
止
湖

せ
き
と
め
こ

（
自
然
現

象
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
土
砂
な
ど
で
堰
き
止
め
ら

れ
て
で
き
た
湖
沼
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）
に
は
、
湖
水

を
灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、

湖
の
排
出
口
に
制
水
門
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
先
輩
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
袋
を
背
負
っ
て
行
っ
て
、
高
さ
３

c
の
制
水
門
を
つ
く
り
、
約
１
１
４
万

２
０
０
０
ｔ
の
水
資
源
を
確
保
し
た
の

で
す
。
今
で
も
職
員
が
鍋
釜
背
負
っ
て
、

徒
歩
で
片
道
３
時
間
か
け
て
３
泊
４
日

の
作
業
に
向
か
う
、
大
変
山
深
い
場
所

で
す
。

赤
川
か
ら
水
田
用
水
を
取
水
し
た
歴

史
は
古
く
、
堰
の
成
立
年
な
ど
不
確
か

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
戦
国
時
代
以

降
か
ら
徳
川
幕
府
中
期
ま
で
に
築
か
れ

た
と
さ
れ
る
九
つ
の
堰
（
熊
出
堰
、
三
ヶ
村

堰
、
青
龍
寺
川
堰
、
大
川
堰
、
志
田
堰
、
因
幡
堰
、

五
ヶ
村
堰
、
中
川
堰
、
大
宝
寺
堰
）
が
、
庄
内

平
野
の
南
側
を
水
田
開
発
す
る
の
に
寄

与
し
て
き
ま
し
た
。

庄
内
で
堰
と
言
っ
た
場
合
、
取
水
口

で
は
な
く
用
水
路
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、

溝こ
う

と
堰
は
明
確
な
使
い
分
け
が
あ
っ
て
、

溝
と
言
っ
た
場
合
は
民
が
つ
く
っ
て
民

が
管
理
し
た
も
の
を
、
堰
と
言
っ
た
場

合
は
官
が
つ
く
っ
て
民
が
管
理
し
た
も

の
を
指
し
ま
す
。

先
人
が
苦
心
し
て
つ
く
っ
た
堰
の
間

で
は
、
取
水
の
た
め
の
取
り
決
め
が

〈
分
水
慣
行
〉
と
し
て
厳
し
く
定
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
〈
分
水
慣
行
〉

は
、
明
治
以
降
、
実
状
に
合
わ
せ
て
改

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
一
面
に
田
ん
ぼ
が
広
が
る
、

実
り
豊
か
な
水
田
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
庄
内
平
野
で
す
が
、
新
田
開
発
以

前
は
荒
れ
た
扇
状
地
。
大
河
川
の
堤
防

や
用
水
路
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
戦
国
時
代
に
築
城
技
術
や
鉱
山

技
術
が
発
達
し
て
以
降
で
す
。
用
水
路

を
敷
き
、
土
壌
改
良
を
行
な
い
、
河
道

を
固
定
し
て
治
水
を
実
現
し
た
先
人
の

努
力
に
よ
っ
て
、
広
大
な
平
野
は
耕
作

地
と
な
っ
た
の
で
す
。

赤
川
の
河
道
が
現
在
の
位
置
に
安
定

し
た
の
は
、
１
６
０
２
年
（
慶
長
７
）
最

上
義
光

よ
し
あ
き

が
熊
出
村
の
江
口

こ
う
こ
う

を
締
め
切
っ

て
、
鶴
岡
に
向
か
っ
て
い
る
流
路
を
東

側
に
変
え
て
城
下
一
帯
を
水
害
か
ら
守

ろ
う
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

赤
川
左
岸
の
勾
配
は
上
流
部
〜
中
流

部
ま
で
は
平
均
１
／
２
０
０
〜
１
／
３

０
０
で
す
が
、
中
央
部
よ
り
下
流
は
標

高
50
m
前
後
で
１
／
１
０
０
０
〜
１
／

３
０
０
０
。
右
岸
は
、
標
高
20
〜
30
m

の
下
馬
渡
地
点
の
段
丘
よ
り
下
流
は
、

標
高
５
m
前
後
で
１
／
１
０
０
０
〜
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角
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早
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荒
沢
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大
鳥
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田
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黒
瀬
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今
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川

八
久
和
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あ
さ
ひ
月
山
湖

湯
屋
俣
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天
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中
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線
用
水
路
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３
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用
水
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東
１
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線
用
水
路
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３
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幹
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水
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西
４
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右の地図：国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「山形、秋田、新潟」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平成19年）、土地利用細分
メッシュデータ（平成21年）」より編集部で作図　　左の地図：庄内赤川土地改良区HP（http://www.shonaiakagawa.jp/）、国土地理院基盤地図情報(縮尺
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
財
を
投
じ
て
越
中
堰
を
完
成
さ
せ

た
大
館
藤
兵
衛
元
忠
の
肖
像
画
は
、
水

神
堂
に
祀
ら
れ
、
後
世
ま
で
崇
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
越
中
堰
は
長
く
地
元
の
人

た
ち
に
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
越

中
堰
普
通
水
利
組
合
、
越
中
堰
土
地
改

良
区
を
経
て
、
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
）

天
保
大
川
土
地
改
良
区
に
合
併
し
、
そ

の
後
、
庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
の
管
理

に
な
り
ま
し
た
。

大
館
藤
兵
衛
元
忠
か
ら
７
代
あ
と
の

子
孫
で
あ
る
大
館
藤
兵
衛
元
貞
は
、
１

８
３
２
年
（
天
保
３
）
藩
命
を
受
け
て

旧
・
櫛
引
町
黒
川
地
区
の
開
田
事
業
に

着
手
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
黒
川
地
区

は
春
日
神
社
の
神
事
能
と
し
て
、
５
０

０
年
続
く
と
い
わ
れ
る
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
黒
川
能
を
守
り
伝
え
て
い
る

地
区
で
す
。

元
貞
は
最
初
に
田
沢
川
か
ら
取
水
す

る
延
田

の
べ
た

堰
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
田
沢

川
は
水
量
が
少
な
く
、
充
分
な
水
が
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
新
た
な

水
源
を
求
め
て
月
山
山
中
を
探
し
ま
わ

り
、
流
域
の
異
な
る
田
麦
川
水
系
の
金

剛
山
川
を
田
沢
川
に
導
水
す
る
こ
と
を

計
画
し
ま
し
た
。

１
８
３
７
年
（
天
保
８
）
６
月
、
工
事

着
工
。
象
の
倉
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
岩

山
に
水
を
通
す
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘

る
と
い
う
前
代
未
聞
の
難
工
事
で
し
た

が
、
毎
日
１
０
０
０
人
に
及
ぶ
人
夫
を

動
員
す
る
大
掛
か
り
な
工
事
を
敢
行
し
、

１
／
３
０
０
０
。
い
ず
れ
も
中
央
部
よ

り
下
流
は
非
常
な
平
坦
地
と
な
っ
て
い

て
、
わ
ず
か
に
北
傾
し
て
い
ま
す
。

越
中
堰
と
天
保
堰

難
工
事
を
実
現
す
る
だ
け
の
土
木
技

術
が
発
達
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
稲
作
が

不
可
能
だ
っ
た
土
地
に
も
水
を
引
い
て

水
田
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

高
台
に
あ
る
た
め
古
来
か
ら
水
が
得

に
く
い
土
地
柄
だ
っ
た
旧
・
朝
日
村
、

旧
・
櫛
引
町
、
旧
・
羽
黒
町
を
潤
す
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
越
中
堰
は
、
１
７
１

４
年
（
正
徳
４
）
に
で
き
ま
し
た
。
地
元

の
大
館
藤
兵
衛
元
忠
と
い
う
人
物
が
水

源
を
求
め
て
山
野
を
踏
査
し
た
末
、
月

山
、
湯
殿
山
か
ら
発
す
る
梵
字
川
の
右

岸
、
旧
・
朝
日
村
の
三
栗
屋
と
い
う
と

こ
ろ
に
取
水
口
を
設
け
る
こ
と
を
決
意

し
、
旧
・
櫛
引
町
の
黒
川
ま
で
延
長
約

11
d
を
開
削
す
る
旨
、
庄
内
藩
主
酒
井

家
に
届
け
出
ま
し
た
。
貫
通
ま
で
に
11

年
間
か
か
る
、
大
変
な
難
工
事
だ
っ
た

右から：天保堰は、巨大な岩山にトンネルを掘
ることで通水している。実際に現地を見て、江
戸時代に手掘りでつくられたことに驚嘆の思い
がした／現在の天保堰は、県営赤川地区灌漑排
水事業によって1980〜1989年（昭和55〜平成
元）に改修されたもの。天保用水路トンネル内、
向かって左側が水路で右側は作業員のための通
路。下：ご案内くださった庄内赤川土地改良区
工務部工務課の佐々木正秀さん。

わ
ず
か
２
カ
月
で
延
長
9.9
d
の
用
水
路

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、

大
館
藤
兵
衛
元
貞
は
名
字
帯
刀
を
許
さ

れ
、
大
堰
守
、
大
組
頭
格
に
任
じ
ら
れ

ま
し
た
。
今
で
も
本
区
の
祭
神
と
し
て

組
合
員
か
ら
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
保
堰
か
ら
田
沢
川
に
注
ぐ
最
終
部

は
、
15
c
も
の
落
差
の
滝
に
な
っ
て
い

て
、
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
煙
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
〈
煙
見
の
滝
〉
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
保
堰
が

竣
工
し
通
水
し
た
そ
の
日
、
庄
内
藩
主

酒
井
忠
器

た
だ
か
た

は
城
外
に
出
て
、
は
る
か
落

ち
口
に
見
え
る
激
し
い
水
煙
を
望
見
し
、

そ
の
際
に
命
名
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
急
流
が
崖
を
削
り
取

っ
て
後
退
し
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は

目
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
天
保
堰
は
、
１
９
８
０
〜
１

９
８
９
年
（
昭
和
55
〜
平
成
元
）
に
か
け
て
、

県
営
赤
川
地
区
灌
漑
排
水
事
業
に
よ
っ

て
、
か
つ
て
の
位
置
よ
り
約
10
m
上
流

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
取
水
口
も

〈
河
床
直
接
取
水
〉（
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
工
法
）

に
改
修
し
、
9.9
d
の
水
路
を
流
下
し
て

田
沢
川
に
注
い
で
い
ま
す
。

天
保
堰
水
利
土
功
会
が
の
ち
に
天
保

堰
普
通
水
利
組
合
と
な
り
、
そ
の
後
、

田
沢
川
普
通
水
利
組
合
と
合
併
し
黒
川

普
通
水
利
組
合
に
、
そ
れ
が
天
保
堰
普

通
水
利
組
合
と
改
称
し
、
大
川
堰
普
通

水
利
組
合
と
合
併
し
て
天
保
大
川
土
地

改
良
区
と
な
っ
て
の
ち
に
庄
内
赤
川
土

地
改
良
区
の
管
理
に
な
り
ま
し
た
。



庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
は
、
こ
の
よ

う
に
た
く
さ
ん
の
伝
統
、
来
歴
を
持
っ

た
土
地
改
良
区
が
複
雑
に
結
集
し
て
つ

く
ら
れ
た
組
織
な
の
で
す
。

用
水
確
保
の
苦
労

天
保
堰
が
あ
る
場
所
は
標
高
が
高
い

た
め
、
雪
深
く
、
春
が
遅
い
当
地
で
は
、

訪
れ
る
の
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
木
重
機
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
手
掘

り
で
こ
れ
だ
け
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
た

先
人
た
ち
の
力
に
は
、
本
当
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。

明
治
30
年
代
に
は
水
利
拡
張
時
代
を

迎
え
、
横
倉
沢
、
濁
沢
な
ど
の
渓
流
を

金
剛
山
川
に
導
水
し
、
開
拓
地
に
通
水

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
つ
く

ら
れ
た
の
が
、
明
治
堰
で
す
。

𣗄
代

た
ら
の
き
だ
いは

古
来
水
に
恵
ま
れ
ず
、
開
田

は
不
可
能
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９

０
０
年
（
明
治
33
）
に
天
保
堰
か
ら
水
を

引
く
計
画
を
立
て
ま
し
た
が
、
天
保
堰

の
受
益
地
で
あ
る
黒
川
で
も
水
が
不
足

し
て
い
た
た
め
に
、
な
か
な
か
許
し
が

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

横
倉
沢
の
水
を
金
剛
山
川
に
導
水
す

る
と
い
う
天
保
堰
の
水
利
拡
張
工
事
を

手
伝
え
ば
許
し
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
期
待
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

か
な
え
ら
れ
ず
に
𣗄
代
の
人
た
ち
は
大

変
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

１
９
０
５
年
（
明
治
38
）
よ
う
や
く
天

保
堰
か
ら
分
水
の
許
可
が
下
り
、
明
治

堰
が
完
成
し
ま
し
た
。
𣗄
代
の
人
た
ち

は
、
新
た
に
取
得
し
た
水
利
権
の
分
、

天
保
堰
の
上
流
に
代
償
と
し
て
水
路
を

掘
っ
た
と
い
い
ま
す
。

𣗄
代
の
人
が
言
う
の
に
は
、

「
分
水
を
許
可
し
て
く
れ
た
田
麦
俣
地

区
に
対
し
て
は
、
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）

に
一
時
金
15
万
円
を
支
払
う
こ
と
で
お

し
ま
い
に
な
る
ま
で
、
毎
年
、
献
納
米

を
払
っ
て
い
ま
し
た
。
水
を
も
ら
う
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
厳
し
い
こ
と

で
し
た
。

１
９
７
０
年
代
後
半
（
昭
和
45
〜
）
ま

で
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
盗
水
チ

ェ
ッ
ク
と
水
番
の
た
め
に
毎
日
当
番
が

上
が
っ
て
き
て
い
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

は
、
自
分
た
ち
が
夜
中
に
こ
っ
そ
り
と

水
路
を
掘
っ
て
堰
を
つ
く
っ
た
よ
う
に
、

別
の
集
落
の
人
が
水
路
を
掘
っ
て
水
を

取
ら
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
で

す
。
標
高
の
高
い
所
に
掘
っ
た
水
路
で

す
か
ら
、
少
し
削
り
取
る
だ
け
で
簡
単

に
水
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

盗
水
の
た
め
の
水
路
が
削
り
取
ら
れ
て

い
な
い
か
、
水
路
を
た
ど
り
な
が
ら
、

片
道
２
時
間
か
け
て
歩
く
の
が
日
課
で

し
た
。

上
流
部
の
水
路
は
自
然
渓
流
を
利
用

し
た
も
の
で
、
水
面
部
分
を
狭
く
掘
り
、

胴
を
広
く
掘
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
許

可
が
得
ら
れ
る
前
に
秘
密
で
掘
っ
た
の

で
、
水
路
が
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。
水
路
を
隠
す
た
め
に
、

大
き
な
岩
の
蔭
に
掘
っ
た
、
と
い
う
話

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
話
を

聞
く
と
、
水
を
得
る
の
が
い
か
に
厳
し

い
こ
と
だ
っ
た
か
、
と
い
う
苦
労
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

渇
水
と
銅
山
開
発

庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
の
水
源
涵
養

林
は
、
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
設
立
の

赤
川
筋
水
利
土
功
会
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

土
地
改
良
区
に
お
け
る
水
源
涵
養
林

の
保
全
と
い
う
と
、
明
治
用
水
（
愛
知
）

に
お
け
る
矢
作
川
上
流
部
の
森
林
が
有

名
で
、
庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
の
水
源

涵
養
林
は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
先
人
の
努
力
を
、
こ
の
機

会
に
、
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

赤
川
筋
水
利
土
功
会
が
水
源
地
域
に

あ
る
大
鳥
湖
を
調
査
し
た
の
は
、
１
８

８
３
年
（
明
治
16
）
に
渇
水
が
起
こ
っ
た

か
ら
で
す
。

赤
川
の
上
流
部
に
は
豊
か
な
森
林
が

あ
り
、
水
源
涵
養
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
森
林
は
庄
内
藩
主
の
所
有
で
し
た

が
、
農
民
に
無
料
で
貸
し
与
え
ら
れ
、

植
林
し
な
が
ら
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
廃
藩
置
県
後
、
木
材
需
要
が
急

増
し
た
こ
と
も
あ
り
、
乱
伐
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
１
８
８
３
年

の
渇
水
を
契
機
に
水
源
地
を
詳
細
に
調

庄内赤川水源林保全の歴史33

右から：田麦川水系の金剛山川から
田沢川に水を落とす、落差15mの

〈煙見の滝〉。間近で見ると、水しぶ
きといい音といい、すごい迫力だ／
悲願だった水を𣗄代にもたらした明
治堰。手掘りの土水路は、今も現
役／奥深い山中から、平野部まで
延々と水が運ばれる。
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い
下
げ
を
制
限
し
て
、
水
源
林
を
設
置

す
る
」
と
い
う
水
源
涵
養
林
設
置
の
基

本
方
針
が
確
定
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
古
河
財
閥
に

よ
る
大
鳥
鉱
山
の
開
発
が
行
な
わ
れ
、

銅
の
精
錬
の
た
め
に
燃
料
用
に
木
材
が

大
量
に
伐
採
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。古

河
財
閥
の
創
業
者
古
河
市
兵
衛

は
、
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
草
倉
鉱
山

（
秋
田
）
の
成
功
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

足
尾
銅
山
（
栃
木
）
の
再
開
発
に
着
手
し

ま
す
。
急
激
な
鉱
山
開
発
の
結
果
、
日

本
の
公
害
問
題
の
原
点
と
も
い
え
る
鉱

毒
問
題
が
下
流
の
群
馬
県
・
渡
良
瀬
川

で
発
生
し
ま
し
た
。

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
事
件
は
衆
知
の
こ

と
で
し
た
の
で
、
大
鳥
鉱
山
の
開
発
に

伴
い
、
山
地
の
荒
廃
、
水
源
の
枯
渇
を

憂
慮
し
た
赤
川
普
通
水
利
組
合
で
は
、

大
々
的
に
水
源
林
を
守
る
運
動
に
総
力

を
挙
げ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
は
官
有

林
を
保
安
林
に
編
入
す
る
運
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
集
水
地
帯
の
一
部

を
水
源
涵
養
林
に
す
る
た
め
、
１
９
０

８
年
（
明
治
41
）
及
び
１
９
１
４
年
（
大
正

３
）
、
１
９
１
７
年
（
大
正
６
）
に
わ
た
り
、

旧
・
朝
日
村
地
内
の
国
有
林
３
万
５
２

２
ha
を
保
安
林
と
し
て
設
定
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
有
林
、
私
有
林
を
合
わ

せ
１
３
１
９
ha
を
払
い
受
け
及
び
買
収

し
、
区
有
財
産
と
し
て
人
工
造
林
、
維

持
管
理
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

保
安
林
へ
の
編
入
は
、
燃
料
用
木
材

の
伐
採
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
か
ら
、
赤
川
普
通
水
利
組
合
で
は

損
害
賠
償
措
置
と
し
て
、
大
鳥
集
落

（
大
泉
村
）
へ
給
与
金
を
支
払
う
契
約
を

行
な
い
ま
し
た
。
古
河
財
閥
と
い
う
大

資
本
に
対
抗
し
て
、
保
安
林
へ
の
編
入

に
成
功
し
た
の
は
、
大
鳥
集
落
へ
賠
償

措
置
を
行
な
っ
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

当
初
、
大
鳥
集
落
が
国
有
林
の
伐
採

許
可
を
得
る
か
、
国
有
林
の
払
い
下
げ

を
実
現
す
る
こ
と
で
燃
料
用
木
材
伐
採

が
可
能
に
な
る
ま
で
、
と
い
う
期
限
付

き
の
給
与
金
契
約
で
し
た
が
、
大
鳥
集

落
へ
の
国
有
林
払
い
下
げ
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
か
っ
た
た
め
に
、
１
９
１
５

年
（
大
正
４
）
以
降
は
水
源
地
保
護
委
託

費
の
名
目
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
支
払

い
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
８
９
９
年
（
明
治
32
）
に
国

有
林
の
拡
大
造
林
路
線
が
決
定
さ
れ
た

と
き
に
、
不
要
存
置
林
野
と
見
な
さ
れ

た
も
の
を
民
間
に
払
い
下
げ
て
財
源
を

確
保
す
る
と
い
う
方
針
が
取
ら
れ
ま
し

た
。
赤
川
普
通
水
利
組
合
で
は
、
そ
の

動
き
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
、
官
有
林

の
払
い
下
げ
と
大
鳥
集
落
が
保
有
し
て

い
た
林
野
の
転
買
取
得
を
計
画
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
に
取
得
し
た
林
野
は
、

現
在
も
水
源
涵
養
林
の
中
心
を
な
し
て

い
ま
す
。

昔
は
林
業
も
景
気
が
良
か
っ
た
で
す

か
ら
、
と
う
ち
ゃ
ん
が
出
稼
ぎ
に
行
っ

査
し
た
赤
川
筋
水
利
土
功
会
は
、
そ
の

荒
廃
に
危
機
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
様
子
は
、
赤
川
筋
水
利

土
功
会
が
『
大
鳥
湖
調
査
紀
行
』
と
い

う
記
録
に
残
し
て
い
て
、
赤
川
普
通
水

利
組
合
に
組
織
替
え
し
た
の
ち
に
も
受

け
継
が
れ
ま
し
た
。
１
８
８
９
年
（
明

治
22
）
に
は
、
改
め
て
委
員
を
選
出
し

実
地
踏
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
１
８

９
０
年
（
明
治
23
）
の
通
常
会
に
お
い
て
、

「
民
有
地
を
買
い
上
げ
、
官
有
林
の
払

上右：山深い頭首工からの用水
路は広範囲に及び、草刈りなど
の管理保全も大変だ。
上左：庄内赤川土地改良区の理
事長室に掲げられた〈水五則〉
左：強清水の余水吐。正面から
流れてくる水は、天保堰からの
主系統。左側から沢の水（左ペ
ージ上）を受け入れている。
左ページ下：大館藤兵衛元忠を
祀った祠と水神碑が、越中堰頭
首工脇に建つ。



ら
が
水
源
涵
養
を
行
な
っ
て
い
る
と
い

う
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
。

２
　
内
部
者
に
対
し
て
は
、
貨
幣
価
値

の
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
安
全
な
財
産

管
理
方
法
で
あ
る
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
。

３
　
組
合
経
営
の
保
険
的
機
能
。

４
　
結
果
的
に
、
下
流
に
お
け
る
開
発

利
益
を
上
流
に
還
元
す
る
意
義
。
水
源

涵
養
林
赤
字
経
営
の
欠
損
部
分
を
、
下

流
に
お
け
る
受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と

で
、
継
続
性
が
担
保
さ
れ
る
。

と
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
４
番
目
の
意
義
に
つ
い
て
、
水

谷
先
生
は
「
山
林
の
公
益
的
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
負
担
行
為
を
土
地
改
良

区
が
担
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
負
担
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
し
、
欠
損
分
の
補
填
に

は
組
合
員
の
合
意
も
必
要
で
す
。
し
か

し
、
私
た
ち
の
先
輩
の
苦
労
を
思
え
ば
、

簡
単
に
は
投
げ
出
さ
な
い
で
、
粘
り
強

く
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。食

料
生
産
の
現
場
で
起
き
て
い
る
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
う
ま
い
解
決
法
を
一
緒

に
考
え
て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
２
年
７
月
17
日

て
い
る
冬
の
間
、
か
あ
ち
ゃ
ん
と
嫁
さ

ん
の
二
人
が
暮
ら
す
の
に
樹
齢
50
〜
60

年
の
杉
を
５
本
売
れ
ば
間
に
合
っ
た
、

と
言
い
ま
す
。
そ
の
当
時
は
毎
年
40
ha

ず
つ
針
葉
樹
を
植
林
し
て
経
営
し
て
い

け
ば
、
維
持
管
理
費
も
出
て
利
益
に
も

な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
土
地
改
良
区
が
森
林
整
備
を

し
て
水
源
林
経
営
も
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
木
材
価
格
が
低
迷
し
米
価
も
下
が

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
近
は
補

助
金
な
ど
を
い
た
だ
い
て
、
朝
日
村
森

林
組
合
（
現
・
出
羽
庄
内
森
林
組
合
）
に
業

務
委
託
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
時
代
に
水
源
涵
養

林
の
保
全
を
続
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、

子
ど
も
た
ち
や
学
生
さ
ん
た
ち
に
向
け

て
の
環
境
教
育
の
お
役
に
立
て
ば
、
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

戦
後
進
め
ら
れ
た
農
地
改
革
と
土
地

庄内赤川水源林保全の歴史35

改
良
に
よ
っ
て
、
庄
内
赤
川
地
域
は
我

が
国
に
お
け
る
土
地
改
良
の
モ
デ
ル
と

言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

礎
は
戦
国
時
代
以
降
の
用
水
路
開
削
に

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
も
用
排
幹

線
水
路
の
改
修
や
耕
地
整
理
事
業
な
ど

の
大
規
模
な
土
地
改
良
事
業
が
営
々
と

続
け
ら
れ
た
成
果
で
も
あ
る
の
で
す
。

変
化
に
対
応
す
る
こ
う
し
た
柔
軟
さ

は
、
庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
成
立
ま
で

の
複
雑
な
改
編
、
合
併
に
表
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
土
地
改
良
区
が
水
源
涵
養
林
を

維
持
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を

知
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
い
か
に
水
を

大
切
に
守
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

宇
都
宮
大
学
農
業
環
境
工
学
科
教
授

の
水
谷
正
一
さ
ん
が
『
土
地
改
良
区
と

流
域
管
理
—
と
く
に
水
源
涵
養
林
の
経

営
と
水
利
用
に
つ
い
て
—
』
と
い
う
論

文
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
明
治
用
水
の
水
源
涵
養
林
は
、
頭
首

工
地
点
の
流
域
面
積
約
９
２
０
h
に
対

し
て
約
4.5
h
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
か

ら
小
さ
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
し
か
も
水
源
涵
養
林
の
経
営
は
、

収
益
事
業
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い
時

代
に
な
っ
た
。
で
は
、
水
源
涵
養
林
の

保
全
の
意
義
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
い
い

か
」と

い
う
問
い
を
投
げ
か
け
、

１
　
外
部
者
に
対
し
て
は
、
利
水
者
自


